
(1)ハ ケ(国分寺崖線)のまちづくり協議支援
はけの学校として、国分寺市域における野川再生整備に向けた 1万 署名に協力し、2022年

2月 に東京都議会において、陳情が趣旨採択され、この結果を受け、 京都及び国分寺市への働

2022年度 事業報告書

2022年 10月 1日 から 2023年 9月 30日 まで

特定非営利活動

1 事業の成果
NPO法人グリーンネックレスは、R中央線沿線各市 (武蔵野市、三鷹
立市、立川市)の大学、PO、 行政等と連携し、中央線沿線の環境共生型
した。今年度は、はけの学校や事務所を活用した「アップサイクルラボ」

全活動の他、地に足の着いたグリーンネックレスの活動を展開継続しま

の通りです。

きかけなどを進めています。その一環として、「野川最上部の整備計

会」に参加、運営委員会のメンバーとして、まちづくり協議の支援を

(2)グ リーンネックレス活動のアーカイブ化の取組み
これまで設計・建築に携わってきた、環境配慮型建築がどのような

ました。

(3)民有緑地の活用・保全に資する農あるまちづくりの展開
屋敷林を有する農地の保全・活用に向けて、小金井市の緑地におけ

市民会議において緑地保全部会の立ち上げを行いました。

①-1.冊B発信事業
当法人の各事業・プロジェクト活動を広く周知していくために、ホー

を行いました。

①-2.エコメッセ等の連携
エコメッセ、小金井・ワーカーズ まちの縁がわ「わ。おん」改装を

・緑地保全部会の立ち上げ

② 地域の環境に根差した生活・文化・コミュニティの場づくり事業

②-1.ハケの学校
2022年度-2023年度は、国分寺市域における野川再生整備の機運の

1万人署名市民連絡会」を発展させ、「野川最上部の整備実施計画を

小金井市、国分寺市、国

ちづくりを推進してきま

民有緑地・農地の活用保

た。実施 した事業は以下

を 1000日 で実現する
っています。

ページを通じた情報発信

人 グリーンネックレス

っかけとして、これらの

した

のなのか、実績を整理し

相談対応、小金井市環境

(4)地域の様々な人材・組織と連携し、居場所をベースとした環境まち くり活動の展開
昨年度、ACTコ ミュニテイ活動応援基金助成を受けてスタートした、 丁 目かいわいア ップサイ

クルラボ活動を手仕事てとてとと協力し継続するとともに、地域の方と寄り合う「5丁 目界隈歌の

会」、オープンダイアローグの試みを参考とした「まちのよろずダイア ―グ」などを実施しまし

た。

①地域まちづくり情報収集・提供・発信事業
(NPO)グ リーンネックレスのホームページを活用し、 (PO)の活動発 を進めました。

施設を活用した地域情報発信・環境啓発活動への協力を行っています。 1
①-3.コ ミュニティアーキテクト事業のアーカイブ化        |
雨デモ風デモハウスなど、コミュニティアーキテクト事業の成果を整理

①-4.小金井市環境市民会議への支援                |
・コロナ禍における環境市民会議のオンライン会議実施支援を行ったし
・小金井市環境市民会議の運営支援 (役員派遣)         |

嵩まりを受け、「野川復活
1000日 で実現する会」 (以



下、「野川再生千日の会」と略す)設立に向けた活動を行い、7月 30日 の「野川再生千日の会」が

設立され、意識啓発活動を中心に、国分寺市域野川再生活動に取り組むとともに、三鷹市のみたか
の地域史研究会に参加し、ハケと野川を巡る地域史の研究活動を進めることとなりました。
(1)「野川最上部の整備実施計画を 1000日 で実現する会」設立記念イベント(2023.7.30)の実施協力
と参カロ

約 70名 が参加 して、「野川最上部の

整備実施計画を 1000日 で実現する会」
設立記念イベン トが実施されました。
このイベン ト実施に向けた協力を行う

とともに、設立後の事業内容について、

協議を行いました。 (2022年 11月 19日 から
ほぼ毎月 )

(2)「野川最上部の整備計画を 1000日 で実現する会」運営委員会への参加と活動協力
(2023.08～2023.09)

はけの学校が提案し、「野川復活 1万人署名市民連絡会」において協議・検討してきた、野川の
絵地図づくりを柱とする「野川再生千日の会」の提案に対して、生活クラブまち国分寺のまちづく
り活動助成実施が 2023年 7月 に決定しました。
これを受けて、8月 30日 に協議を行い、第 1ステップとして、野川の現状を示す野川源流マッ
プをつくって、歩きながら気づいたことを書き込んでいく。第 2ステップとして、規水性のある
川のウォッチングをして、「こんなものがあるといいね」を収集することが決まり、ぶんぶんウォ
ークなどで順次活動を進めていくことなりました。 (下記、作成 した野川源流マップ)
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(3)みたかの地域史研究会への参加と発表
三鷹市の地域の歴史や民俗、文化を各自で調べる研究会である、みたかの地域史研究会に参加

し、野川沿線での地域史を市民活動や緑地保全活動、文化活動、河川の基盤整備などを軸に整理し

た資料を発表しました。今後、野川沿線について、下記のような地域史の研究にも取り組む予定で

す。
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②-2.民有緑地の活用と保全活動 :ま ちかどプロジエクトー「明日につなぐ風景」
。小金井市梶野町の民有緑地における保全箇所の相談対応を行いました。

・小金井市環境市民会議において緑地保全活用部会の立ち上げを行いました。

③ 環境共生型まちづくりに関する調査。研究・提言

③-1.事務所を活用した、アップサイクルプログラムの展開を検討、ACTコ ミュニテイ活動応援基金助

成に継続チャレンジすることとなりました。

③-2.小金井市環境配慮住宅型研修施設のあり方への助言
小金井市環境配慮住宅型研修施設のあり方について意見提出・助言を行いました。

④ 環境共生型まちづくりに関する教育・普及・相談
「野川最上部の整備計画を1000日 で実現する会」を通じて、環境共生型まちづくりに関する相談

への対応を実施しました他、後述する「アップサイクル・オープンデイ」においての繕い相談など

を行いました。

⑤ 環境共生型まちづくりに関する企画提案及び実践
「野川再生千日の会」への運営参加を通して、国分寺市内野川の再生プラン検討の進め方について、

提案と、関係者との協議を実施しました。

⑥環境共生型まちづくりに関する技術開発、機材開発

実施せず。企画検討を行った。
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⑥ 環境共生型まちづくりとしての運営・監理事業の担い手事業
ACTコ ミュニティ活動応援基金助成採択された『社会と交わる手仕事居場所づくり』の成果を活
用し、居場所づくり事業を発展的に継続展開しました。具体的には、毎週土曜日の「アップサイク
ル・オープンデイ」(2022年 11月 12日 開始)、 毎週火曜日の「5丁目界隈歌の会」(2023年 8月 18
日開始)、 不定期開催「まちのオープンダイアローグ」(2023年 4月 26日 開始)です。その結果、2023
年 10月 からACT助成基金助成の継続につなげることができました。

(1)毎週土曜日の「アップサイクル・オープンデイ」
毎週土曜日午後 1時～3時まで、誰でも立ち寄り、アップサイクルの相談や繕いができる活動を
行いました。20代の男性が将棋盤の下に敷くマットを作ったり、50代の女性が手仕事てとてとに
置いてある生地を使い、パンツを制作するなど、月に 1回程度のアップサイクル活動と、週 1、 2
人の繕いの相談がありました。
場所 :(NPO)グ リーンネックレス事務所

写真 アッフ・サィクル・オーフ・ンデイでの
パンツ制作の様子

(

(2)出張繕いラボの実施

東小金井駅近くにあるコミュニティスペース「かなエルハウス」において、トイレ床をモザイク
タイルで修復する出張繕いラボを実施しました。 (2023年 7月 2日 )

写真左  トイレ床にモザイクタイルを貼る準備作業の様子

写真下 かなエルハウス

(3)「5丁目界隈歌の会」の実施
地域での交流と健康づくりのために、歌を歌うだけでなく、声の出し方や発声の体全体を使って
笑いあいながら歌うことで、コミュニティのつながりを育む取組み「5丁 目界隈歌の会」を始ままし
た。(2023年 8月 18日 )、 毎週第 2火曜日に継続実施することとなりました。毎回 10人程度が参加、
徐々に参加者数が増えつつあります。

４

一

_■■.

ギヽ報瞬:、
覇

侍
,
ヽ.

(,7｀噺警

[::コ

0

襄

レ

じ

，

１



(4)「まちのよろずダイアローグ」の実施
「まちのよろずダイアローグ」は、精神医療のオープンダイアローグの手法から学び、新しい寄り

合いの場づくり目指し、(ウ ィズネス思考〉[～と一緒に考えること]を基本に、話題提供者を迎え、

対話を行うものです。
ゼロ回(試行)では、「寄り合い所 オープン ダイアローグ」として、寄り合いの場をどうやって維

持していくかをテーマに、 を話題提供者として迎え、参加者 6名 で実施し、寄りあい

処を維持する際に、課題と可能性を共有することができました。

これを受け、2023月 11月 から話題提供を迎え、「まちのよろずダイアローグ」を実施することと

なりました。

表 オープンダイアローグの 7原則
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(5)手仕事てとてとの実施するアップサイクルプログラムヘの協力

・金接ぎ
・裂き織
・不要な着物地の再生
。ゆたかフェアー
・着物フェアー
・しめ縄づくり

③環境共生型建築に関する設計・監理・施工事業

③-1.小金井市環境配慮住宅型研修施設 (雨デモ風デモハウス)のメンテナンスアドバイス

小金井市環境市民会議へ、メンテナンス方法と試算を参考提示した。

⑨他団体との連携事業

昨年度に引き続き、小金井市環境市民会議、(NPO)エ コメッセ、など、様々なPOとの連携を深

め、地域を超えた協働プロジェクトを模索した。

2 活動報告

(1)理事会活動
不定期に理事会を開催、事務局運営、事業活動の企画検討を行った。

(2)受託業務
無し
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事業名
/分野 事業内容

施
時

実

日

施

所

実

場

従事者
の

人 数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費

(千円)

① -1 ホームページの作
成・更新

通  年
インターネットホー

ムページ等
1名 一般に公開

① -2 エコメッセ等との
連携 通年

側事務所
隣接建物等

3名 小金井市民

① -3.グ リーンネックレ
ス活動のアーカイブ化
と活動環境の整理

通年 GN事務所 1名 全国

①
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
の

収
集

・
提
供

。
発
信

① -4.小金井市環境市民
会議への支援 毎月末 11回

(8月 を除く)

小金井市もえぎホー

ル

小金井市環境配慮住

宅型研修施設

1名 小金井市民

②-1ハケの学校
■「野川最上部の整備実施
計画を 1000日 で実現す
る会」設立記念イベント
(2023.7.30)の 実施協力
と参カロ

■「野川最上部の整備計画
を1000日 で実現する会」
運営委員会への参加と活
動協力

■はけの学校成果発表
(みたか地域史研究会)

2022年
11月 19日
20234三

6月 16日
7月 6日

7月 30日

8月 21日

8月 30日
9月 19日

2022年
11月 29日

|

IGN事務所

1国分寺生活者ネット

|ワ
ーク事務所

1国分寺生活者ネット

|ワ
ーク事務所
1都
立多摩図書館セ

ミナールーム

国分寺生活者ネット
ワーク事務所
国分寺生活者ネット
ワーク事務所
帥 事務所
国分寺生活者ネット
ワーク事務所
三鷹市教育セン

ター

3名
国分寺市民
お及び企業
市民・学生謗

り澤
・根
コ =、メニ
｀し
ユ
た
ニ
テ
イ
の
場
づ
く

保  全活動
・小金井市梶野町の民有緑
地における保全箇所の相
談対応
・小金井市環境市民会議に
おける緑地保全活用部会
の立ち上げ

の

月

＞

　

　

＞

４
月

　

　

月

リ

ド　
８
＞

＞

９

月

月
ヽ

月

月
ヽ

毎

２

４

４

５

７

・小金井市緑地 10名

民有緑地周
辺住民及び
の

民有緑地保
全活用関心

者

研
究

り調
査にま

関ち

すづ

④ -1.事務所を活用し
た、アップサイクルプ
ログラムの展開の検討 通年 (月 1回 )

小金井市

本町 5丁 目かい
わい

3名 小金井市民

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

´
０



3名 小金井市民小金井市

⑤ -2.小金井市環境配慮
住宅型研修施設のあり

方への助言

5名
小金井市環

境市民会議

通年 (ほ ぼ毎

月 )

通年 (ほぼ毎週

土曜日)

CN事務所他

④
環
境
共
生
型
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
教
育

・
普

及

・
相
談

⑥ 環境共生型まちづくり
に関する教育・普及・相
談
・ 「野川最上部の整備計画

を 1000 日で実現する会」
を通じたまちづくり相談
・ 「アップサイクル・オー

プンデイ」における繕い相

談

国分寺 。小

金井市民
m事務所他 3名

2022年 10月 ～
2023‐生F9月

実るち⑤
践企づ環
画く境
提り共

案に生
及関型
びすま

⑦ .環境共生型まちづく
りに関する企画提案及
び実践の参加・協力
(②-1再掲)

1名 建築関係者通年 全国

⑦ .環境配慮に係る各種
技術の企画検討を進め
た。

⑥
環
境
共
生
型
ま

ち
づ
く
り
に
関
す

る
企
画
提
案
及
び

実
践

小金井市民

他

かなエル・ハウス

GN事務所
GN事務所
鋼事務所

鋼事務所

GN事務所他

3名

22年
11月 2日より
毎週土曜日

は2年 12月
朋 年1月 И日、
知
"年
8月 1測
～
り

28年 7月 2日

圏 年8月 B日
9月 2日

""年
4月 %日

通年 明 21亘罷詢

環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の
運
営

・
管
理
等
の

動
⑦-1.『社会と交わる手仕事

居場所づくり』
口「アップサイクル・オー

プンデイ」の実施

毎週土曜日、気軽に繕い

ものなどを相談できるオ
ープンデイを実施、2名 が

対応。
■出張繕いラボの実施
「トイレ床ヘノけ

・イクタイ

“

おり」
■「5丁 目界隈歌の会」の実
施
■寄り合い所オープンダイ

アローグの実施

■手仕事てとてとの実施

するアップサイクルプロ

グラムヘの協力
・金接ぎ

・裂き織
・不要な着物地の再生

・ゆたかフェアー
。着物フェアー
。しめ縄づくり

活⑦



設建③
計築遇
監に馨
理関撮
施すな
工る垂

③ -1.小金井市環境配慮
住宅型研修施設 (雨デ
モ風デモハ ウス)のメ
ンテナンス調査のフォ
ロー

2022年 10月 ～
20221「 9月

小金井市環境配

慮住宅型研修施

設

2名
小金井市民

他

⑨-1.他団体との連携事業
●小金井市環境市民会議、
などとのネットワークづ

くり
通年

小金井市
環責楽習館 他 2名

中央線三鷹
立川間沿線
市民等約 80

万人

⑨ -2.他団体 との連携事

業

小金井エコメッセ運営委

員会への参加

通年 小金井市 他 3名

中央線三鷹
立川間沿線
市民等約 80

万人

⑩ -3.他団体への参加
小金井市環境市民会議、
「野川最上部の整備計画
を 1000日 で実現する会」
への団体参加

通年 小金井市他 5名
小金井市民
(12万人)

⑨

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
各
種
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

① -4他 POと の連携
国分寺 ACTな ど、他地域
活動との連携。 通年

小金井市

国分寺市
三鷹市

6名
小金井市民

他

い
０



2022年度 活動計算書
2022年 10月 1日 から2023年 9月 30日

特定非営利活動法人 グリーンネックレス

科 目 金額

6,000

0

４

●

´
０

482

0

0

0

240,000
0

0

0

0

0

0

0

0

0

240,000

0

0

4,000

0

0

0

0

0

0

8,448

60,000

72,448

6 482

312 448
-305,966

-305,966

1,831,232

1,525,266

240,000

72,448

I 経常収益
1.受取会費
正会員会費収入

賛助会員会費収入
2.受取寄付金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収入
過年度損益修正・受取利息ほか

経常収益計
Ⅱ 経常費用
1.事業費
(1)人件費
役員報酬

給料手当
法定福利費
人件費計

(2)その他経費
外注委託費
旅費交通費
通信費
地代家賃・水道光熱費
消耗品費
印刷費
諸会費
図書資料費・研修費
支払手数料
公租公課
交際費
広告宣伝費
現場工具等
その他経費計

事業費計
2.管理費
(1)人件費
役員報酬
人件費計

(2)その他経費
旅費交通費
通信費
地代家賃・水道光熱費
消耗品費
印刷費
諸会費
支払手数料
租税公課
交際費
会議費
新聞図書費
その他経費計

管理費計
経常費用計

税引前当期正味財産増減額
法人税等

税引後当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額
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2022年度 特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表
2023年 9月可0日 現在

特定非営利活動法人 グリーンネックレス

科 目 金額

1,608,347

30,000

1,638,347

216,000

ｎ

）

216,000

1,831,232

-305,966

1,525,266

1,741,266

I 資産の部
1.流動資産

現金

普通預金

短期貸付金

流動資産合計

2.固定資産

出資金

固定資産合計

資産合計
Ⅱ 負債の部

1.流動負債

未払い(武蔵野から編集室)

前受金

流動負債合計

2.固定負債

長期借入金

固定負債合計

負債合計
Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増加額

正味財産合計

30,000

負債及び正味財産合計

54,258

593,089

961,000

0

216,000



2022年度  特定非営利活動に係る事業会計財産目録
20万年9月 30日 現在

特定非営利活動法人 グリーンネックレス

科 目 金額

1,608,347

30,000

1,638,347

216,000

216,000

1,422,347

54,258

30,000

593,089

0

961,000

0

216,000

I 資産の部
1.流動資産

現金

普通預金

多摩信用金庫・小金井

三菱東京UFJ

短期貸付金 いハ
・イオヘ'―ス

流動資産合計

2.固定資産

出資金 (多摩信)

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1.流動負債

未払い

前受金

流動負債合計

負債合計

正味財産



2022年度 役員名簿 及び
名簿のうち前年において報酬を受けたことがある者の名簿

特定非営利活動法人 グリーンネックレス
2022年 10月 1日 から2023年 9月 30日 まで

以上

役

名

(フ リガナ)

氏  名
就任期間

報酬を受けた

期 間

代表

理事

ドイ ヒデオ

土肥 英生

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

代表

理事

マエダユキノリ

前田 幸則

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

理事
アダチ アキ

安達 亜紀

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

理事
イケダ アツコ

池田 敦子

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

理事
クロイフ アキヒコ

黒岩 哲彦

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

理事
コタニ

小谷

トシヤ

俊哉

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

理事
ヤマダ キヨシ

山田 清

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

理事
ヨコタ(ノ グチ)ユキヨ

横田(野口)由紀子

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し

監事
オガタ タイイチ

緒方 恵一

2022年 10月 1日

～2023年 9月 30日
な し



社員のうち 10人以上の者の名簿
2023年 9月 30日現在

特定非営利活動法人 グリーンネックレス

以上

氏  名

横 田 由 紀 子

(通称 :野口由紀子)

小 谷 俊 哉

池 田 敦 子

山 田 清

黒 岩 哲 彦

土 肥 英 生

百 瀬 和 浩

安 達 亜 紀

前 田 幸 則  

緒方 恵一

横 田 右近




